
 

小氣味よささへ感じられる健全な門である。これは木屋町圖栗下る東側の族館松華

檢の門口で、この家は最初は天保七年の建築「人事會所」といつて、朝鮮人蔘の賣

り捌きを名目にして諸大名などに金を貸してゐたのださうで、初代森川左司馬氏は

帶刀を許されてゐたのだと當主張右衞門氏はいつてゐるそんな關係で普通の商家と

は違ひ棒の一枚板、八双金具といふ見識の高い装ひを凝したもので、族館をはじめ

たのは明治十六年、松華樹といふるもその時ついた屋號で、鐵格子金網の掛行燈も

その折のもの、道路の改修など多少手は入れられたが、赤壁のこの格式張つた構へ

はむしろユーモラスにさへ思はれる。 


